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長良川河口堰で受けたショック
　私が河川局で課長補佐をしている頃、長良川河口
堰大反対運動が起こりました。私は河口堰の必要性
や環境に対する影響などすべて勉強し、よく知ってい
るつもりで、政治家やマスコミ、学識経験者に何度も
説明していました。その3 年後、長良川河口堰の柱を
立てる工事現場を車窓から見た時、非常にショックを
受けました。なぜなら、実際の工事現場、その地域
を見たのが初めてだったからです。一方、長良川河口
堰の反対集会に来られた女性も、工事現場の上の橋
をタクシーで渡る時、「あの工事は何ですか」と聞か
れました。私とその人とは同じです。お互いに本当の
ところはわかっていない、実感もしていないのに、立
場や単に聞いた知識だけで賛成・反対とやっている。
そんなナンセンスなことはしたくないと思いました。
そこで、淀川流域委員会を立ち上げた時は、原案は
出さず、住民・学識経験者・役人で現場を見て、現

状を共有することから始めました。そうすると、皆の
頑なな意見が変わっていきました。実感とか、生き物
の気持ちに共感するという気持ちがなかったら河川は
触ってはいけない。川は生き物だからコンピュータや
数字でいじってはいけない。そういうことを淀川流域
委員会で勉強させてもらいました。

川は生き物。知り尽くせない。だから謙虚に
　川は無限大です。知識が1であろうが、100であろうが、
知り尽くすことはできないのです。だから、自然にで
きるだけ逆らわずに、謙虚に、おずおずと、やり直し
がきく範囲でやらなければいけません。「異常気象」
などとよく言いますが、地球ができて 45 億年。たか
だか100年ほどのデータをもって「通常」「異常」と言
えること自体がおかしいと私は思います。自然現象は、
いつ、どこで、どのような現象が起こるかわからない
ものです。「想定」はあくまでも「想定」です。現在
の桂川などの治水計画は、100 年に一度発生する洪水
を「想定」し、その対策が講じられるのは「いつの
日にか」ということでやっています。つまり、その前
に死者が出ても仕方がないというのです。これは、
工事のための計画であって、「明日来るかもしれない
洪水から住民の命を守る」という視点が欠けていま
す。
　大量の死者が出るのは、「溺れる」か「流される」
場合です。「溺れる」のは、低地や地下街で起きます。
「流される」のは、堤防の決壊によって起きます。ハ
リケーン・カトリーナで堤防が決壊し、ニューオーリ
ンズは多数の死者が出ました。大阪も淀川と大和川
に挟まれていて堤防よりかなり低いところに街があ
り、地下街や地下鉄もあります。この堤防が決壊し
たら大変なことになるでしょう。大阪だけではなく、

京都も名古屋も東京にも同じことが言えます。
　いつ起こるかわからない洪水から住民の命を守るた
めにできることは、「避難体制の整備」と「人家密集
地域の堤防決壊を回避すること」の２つしかないので
す。今ある堤防を緊急的に補強することは大事です
が、ただ堤防を強くすればいいかというと、それは大
間違いです。堤防の高さが高くなればなるほど、被
害の大きさは甚大になります。洪水を川に押し込めて
防ごうとするやり方では、いったんその堤防が決壊す
ると防ぎきれない壊滅的な被害になるのです。

自然災害は「防ぐ」のではなく「凌ぐ」こと
　何が起きるかわからない自然に対して、「防ぐ」と
いう発想自体が傲慢です。いかにして「凌ぐ」かが
重要です。「洪水を凌ぐ」という発想のお手本は、桂
離宮です。桂離宮のすぐ近くを流れる桂川は何度も
氾濫していますが、桂離宮は 400年もの間川の氾濫の
中もってきました。なぜか？ 一番低い所にある書院は
高床式になっていて、床上までは水が来ない造りになっ

ています。生垣は笹で編んであり、氾濫流が運んでく
るごみや土砂のフィルターとなって、桂離宮を守ってい
るのです。つまり、川の氾濫は織り込み済みで、そ
のダメージをいかに少なくするか、という発想で造ら
れているのです。もしも桂川の水を1滴も入れないつ
もりでやっていたら、桂離宮は残っていなかったでしょ
う。
　ところが、明治以来、降った雨を川に集めてできる
だけ早く海に流すという治水事業をやってきました。
これは根本的に間違っています。上流から来る洪水エ
ネルギーを田畑や貯水池などに貯めながら、できる
だけ穏やかに分散していく、というのが治水の基本
です。明治以降のやり方は、それに反して洪水エネ
ルギーを大きくし、より危険でより壊滅的な被害が起
きるようにしています。また、川が排水路化して、川
の生き物たちの環境も破壊しています。このような不
自然な人為的な行為をしていると、必ず人間にしっぺ
返しがきます。魚の命にとって危ないようなことをす
れば、それは必ず人間にとっても危ないことなのです。
そう考えて、 自分たちの暮らし方を変えていくことが
大事だと思います。

役人人生を変えた苫田ダム
　岡山県にある苫田ダム建設の現場に、私は所長とし
て行きました。ここは 2,000人ほどののどかな集落で、
住民は当初ダム反対で結束していました。しかし、10
年 20年経ってくると、苦渋の決断で用地交渉に応じる
人が出てきました。反対している住民からすると、そ
のような人たちは「裏切り者」です。ダムによってそ
れまで仲の良かった住民たちの人間関係がこじれ、い
がみ合うようになってしまったのです。ダムが地元の人
の心をこれほどまでに傷つけていたとは、現場に行く

まで全く知りませんでした。
私は役人を途中で辞めたのですが、その私の役人人
生を変えたのがこの苫田ダムです。そして、最後決定
的になったのが淀川流域委員会です。このダムに行っ
ていなかったら、ひょっとしたら私はまだ国交省にい
たかもしれません。私にとってはそれぐらい強烈な場
所でした。
　このダムは結局完成し、現場に行った時、テレビ局
の人にコメントを求められ、私は何も言えませんでし
た。このダムでできた湖の下に住んでいらっしゃった
2,000人の方全員が、泣く泣くここを出られた、その方々
の顔が思い浮かぶからです。東京で役人をしていると
きは、地域の人の心の痛みなど全く浮かびませんでし
た。逆にそのようなことを感じる心があっては、役人
などできないのです。これが、行政と住民が衝突して
しまう理由だと思います。
　そして今、私は、子や孫のために何ができるのか考
えていきたいと思っています。自分の会社でできるこ
とは何かと考え、地産地消に取り組んだり桶の販売
をやったりしています。120年ぐらいの樹齢の木で作っ
た樽や桶は、丁寧に使えば120年ぐらい持ちます。「そ
んなもののほうがプラスチックよりいいな」「これを大
事に使って、子や孫の代まで使ってほしいな」、そん
な価値観になっていくようなことをやっていきたいと
考えています。

Wind Report No.7

川と人と生き物のお話
－宮本博司さん講演会－

3 月 30日（日）に宮本博司さんをお呼びして講演会
を開きました。約 30名の方が参加されたのですが、
亀岡市内だけではなく、京都市や大阪から来てくだ
さった方もいらっしゃいました。講演は治水の問題
だけにとどまらず、ご自身の経験談や自然との向き
合い方についてなど、とても内容の深いものでした。

風の会　まちの未来に向かって



長良川河口堰で受けたショック
　私が河川局で課長補佐をしている頃、長良川河口
堰大反対運動が起こりました。私は河口堰の必要性
や環境に対する影響などすべて勉強し、よく知ってい
るつもりで、政治家やマスコミ、学識経験者に何度も
説明していました。その3 年後、長良川河口堰の柱を
立てる工事現場を車窓から見た時、非常にショックを
受けました。なぜなら、実際の工事現場、その地域
を見たのが初めてだったからです。一方、長良川河口
堰の反対集会に来られた女性も、工事現場の上の橋
をタクシーで渡る時、「あの工事は何ですか」と聞か
れました。私とその人とは同じです。お互いに本当の
ところはわかっていない、実感もしていないのに、立
場や単に聞いた知識だけで賛成・反対とやっている。
そんなナンセンスなことはしたくないと思いました。
そこで、淀川流域委員会を立ち上げた時は、原案は
出さず、住民・学識経験者・役人で現場を見て、現

状を共有することから始めました。そうすると、皆の
頑なな意見が変わっていきました。実感とか、生き物
の気持ちに共感するという気持ちがなかったら河川は
触ってはいけない。川は生き物だからコンピュータや
数字でいじってはいけない。そういうことを淀川流域
委員会で勉強させてもらいました。

川は生き物。知り尽くせない。だから謙虚に
　川は無限大です。知識が1であろうが、100であろうが、
知り尽くすことはできないのです。だから、自然にで
きるだけ逆らわずに、謙虚に、おずおずと、やり直し
がきく範囲でやらなければいけません。「異常気象」
などとよく言いますが、地球ができて 45 億年。たか
だか100年ほどのデータをもって「通常」「異常」と言
えること自体がおかしいと私は思います。自然現象は、
いつ、どこで、どのような現象が起こるかわからない
ものです。「想定」はあくまでも「想定」です。現在
の桂川などの治水計画は、100 年に一度発生する洪水
を「想定」し、その対策が講じられるのは「いつの
日にか」ということでやっています。つまり、その前
に死者が出ても仕方がないというのです。これは、
工事のための計画であって、「明日来るかもしれない
洪水から住民の命を守る」という視点が欠けていま
す。
　大量の死者が出るのは、「溺れる」か「流される」
場合です。「溺れる」のは、低地や地下街で起きます。
「流される」のは、堤防の決壊によって起きます。ハ
リケーン・カトリーナで堤防が決壊し、ニューオーリ
ンズは多数の死者が出ました。大阪も淀川と大和川
に挟まれていて堤防よりかなり低いところに街があ
り、地下街や地下鉄もあります。この堤防が決壊し
たら大変なことになるでしょう。大阪だけではなく、

京都も名古屋も東京にも同じことが言えます。
　いつ起こるかわからない洪水から住民の命を守るた
めにできることは、「避難体制の整備」と「人家密集
地域の堤防決壊を回避すること」の２つしかないので
す。今ある堤防を緊急的に補強することは大事です
が、ただ堤防を強くすればいいかというと、それは大
間違いです。堤防の高さが高くなればなるほど、被
害の大きさは甚大になります。洪水を川に押し込めて
防ごうとするやり方では、いったんその堤防が決壊す
ると防ぎきれない壊滅的な被害になるのです。

自然災害は「防ぐ」のではなく「凌ぐ」こと
　何が起きるかわからない自然に対して、「防ぐ」と
いう発想自体が傲慢です。いかにして「凌ぐ」かが
重要です。「洪水を凌ぐ」という発想のお手本は、桂
離宮です。桂離宮のすぐ近くを流れる桂川は何度も
氾濫していますが、桂離宮は 400年もの間川の氾濫の
中もってきました。なぜか？ 一番低い所にある書院は
高床式になっていて、床上までは水が来ない造りになっ

ています。生垣は笹で編んであり、氾濫流が運んでく
るごみや土砂のフィルターとなって、桂離宮を守ってい
るのです。つまり、川の氾濫は織り込み済みで、そ
のダメージをいかに少なくするか、という発想で造ら
れているのです。もしも桂川の水を1滴も入れないつ
もりでやっていたら、桂離宮は残っていなかったでしょ
う。
　ところが、明治以来、降った雨を川に集めてできる
だけ早く海に流すという治水事業をやってきました。
これは根本的に間違っています。上流から来る洪水エ
ネルギーを田畑や貯水池などに貯めながら、できる
だけ穏やかに分散していく、というのが治水の基本
です。明治以降のやり方は、それに反して洪水エネ
ルギーを大きくし、より危険でより壊滅的な被害が起
きるようにしています。また、川が排水路化して、川
の生き物たちの環境も破壊しています。このような不
自然な人為的な行為をしていると、必ず人間にしっぺ
返しがきます。魚の命にとって危ないようなことをす
れば、それは必ず人間にとっても危ないことなのです。
そう考えて、 自分たちの暮らし方を変えていくことが
大事だと思います。

役人人生を変えた苫田ダム
　岡山県にある苫田ダム建設の現場に、私は所長とし
て行きました。ここは 2,000人ほどののどかな集落で、
住民は当初ダム反対で結束していました。しかし、10
年 20年経ってくると、苦渋の決断で用地交渉に応じる
人が出てきました。反対している住民からすると、そ
のような人たちは「裏切り者」です。ダムによってそ
れまで仲の良かった住民たちの人間関係がこじれ、い
がみ合うようになってしまったのです。ダムが地元の人
の心をこれほどまでに傷つけていたとは、現場に行く

まで全く知りませんでした。
私は役人を途中で辞めたのですが、その私の役人人
生を変えたのがこの苫田ダムです。そして、最後決定
的になったのが淀川流域委員会です。このダムに行っ
ていなかったら、ひょっとしたら私はまだ国交省にい
たかもしれません。私にとってはそれぐらい強烈な場
所でした。
　このダムは結局完成し、現場に行った時、テレビ局
の人にコメントを求められ、私は何も言えませんでし
た。このダムでできた湖の下に住んでいらっしゃった
2,000人の方全員が、泣く泣くここを出られた、その方々
の顔が思い浮かぶからです。東京で役人をしていると
きは、地域の人の心の痛みなど全く浮かびませんでし
た。逆にそのようなことを感じる心があっては、役人
などできないのです。これが、行政と住民が衝突して
しまう理由だと思います。
　そして今、私は、子や孫のために何ができるのか考
えていきたいと思っています。自分の会社でできるこ
とは何かと考え、地産地消に取り組んだり桶の販売
をやったりしています。120年ぐらいの樹齢の木で作っ
た樽や桶は、丁寧に使えば120年ぐらい持ちます。「そ
んなもののほうがプラスチックよりいいな」「これを大
事に使って、子や孫の代まで使ってほしいな」、そん
な価値観になっていくようなことをやっていきたいと
考えています。

【 宮本博司さんプロフィール 】1952年京都生まれ。京都大学
大学院修士課程土木工学専攻修了。1987年に旧建設省に入り、
技官として河川行政一筋に取り組む。河川開発課課長補佐な
どを経て、苫田ダム、長良川河口堰を担当。その後、国交省
近畿地方整備局淀川河川事務所長として淀川水系流域委員会
の立ち上げに尽力。同局河川部長を経て本省河川局防災課長
を最後に2006年辞職。現在は（株）樽徳商店会長兼社長。

亀岡 市民まちづくり 風の会
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website : http://kameoka.org/
Facebook : /kameoka.kazenokai
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「京都・丹波／亀岡  市民まちづく
り 風の会」は、より良いまちづく
りのために、市民の立場でできる
ことをしています。私たちが調べ
て明らかにした情報を、市民のみ
なさんと共有するため、Wind 
Repot や Web で情報発信してい
ます。身近な方と話題にしていた
だけたらうれしいです。ふぅちゃん

【参加者の感想】
★講演後の質疑応答で、「行政が勝手に決めて進めて
しまっている状態で、市民は何ができるのか」「住民は
遠い将来に向かって何ができるか」などの質問が出た
のですが、宮本さんの答えは、「こうやったらうまくいく、
という決定的な方法論はない。小さいことでもいいか
ら自分が動いて、共感する人を増やし、世の中を動か
していくしかない。」というものでした。議論していて
もだめ、自分に何ができるか、ということしかない。そ
のお言葉がとても深く心に響きました。

★大学（英文科）でキリスト教は、人間は自然の上にたち、
自然を征服し、コントロールできる特別な存在であると
いう思想であると習ったことを思い出しました。近代、
その西洋の考えで日本はずいぶん「発展」したのでしょ
う。しかし、今ここにきて、日本古来の自然に対する
思想、生き方が戻りつつあるのではないかと思います。
その想いを支えて下さるような話の内容だったと思い
ます。それと、まず自分が何か動くこと、という言葉。
恥じ入る気持ちで受け止めました。

★良い話が聞けた。河川行政に深く関わった宮本さん
が、自分の意見を発信されている。私も地方自治体に
勤務していたものとして、その宮本さんの素晴らしさ
を感じた。

とまだ


